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1995年兵庫県南部地震

吉田明夫1)

1.はじめに

1995年1月17日5時46分,明石海峡付近を震源

としてマグニチュｰド7.2のいわゆる都市直下型地

震が発生した(気象庁暫定震源は北緯34.6｡,東経

135.0｡ラ深さ20㎞).兵庫県南部地震と命名され

たこの地震による被害は,淡路島,神戸,芦屋,西

宮を中心に死者5000人を越え,倒壊家屋も10万棟

以上に達して,戦後最悪の地震災害となった.第

1図は気象官署における震度分布であるが,この

後,被害状況調査に基づいて,第2図で示した地

域では震度7であったと発表された.

以下,兵庫県南部地震の余震活動,前震及び前駆

的活動,西日本の長期的な地震活動の特徴等につい

て概略を紹介する.

2.余震活動

第3図は1月27日6時までの3時間毎の地震回

数を示したものである.最大震度4の余震が9個

発生し,有感地震は132回に及んでいるが,これま

でのところ余震としてはM4.9が最大で,M5を越

えるものは観測されていない.

第4図は1月25目までの余震の震央分布と,余

震が線状に配列している北東一南西方向,およびそ

れと垂直な方向から見た震源の断面図である(以下

の図で余震の震源は大阪管区気象台による暫定震源

を用いている.最終的た処理を経た気象庁震源では

ないことをお断りしておく).震源断面図から,本

震の震源付近は余震が少ないこと,またその北東側

では南西側に比べて10㎞以浅の地震が少ないこ

とが見てとれる.余震活動そのものも北東側は相対

的に低く,また減少の仕方も急であった(伊藤ほか,

�

�

州名浜

ノ

亀知3

･和

､融甲

室戸岬

�

足摺

第1図

兵庫県南部地震の気象官署における震度分布

(気象庁地震津波監視課,1995).

1)気象研究所:〒305茨城県つくば市長峰1-1

キｰワｰド:兵庫県南部地震,余震分布,前震,前駆的活動,

地震活動の相関,南海道地震
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策2図

砂目部分は気象庁の現地調査によっ

て震度7と発表された地域を示す.
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第3図

1月27目06時までの3時間0

〰

毎の地震回数(気象庁地震予時

知情報課,1995)､工7

日

口総回数(1223回)

綴有感地震(130回)本震を含む

(震度ユ以上)
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1995).その様子は第5図の時空間分布でも見るこ

とができる.なお,第5図で番号を付した丸は震

度4を観測した余震を表している.このうち④番

目の地震は余震域の北東端から南東側に少し離れた

ところに震源が決まり,最大震度が奈良で観測され

るなど他とやや異なった面をもつ.

余震活動はほぼ大森の公式に従って減少している

が(前述のように北東側は南西側に比べて初期の減

衰が大きい),その中で活発な時期と静かな時期と

の交代が見られ,1月25日23時16分には統計的に

有意に静かになった後,活発化に転じた中でM4.7

1995年2月号

の余震が発生した.

第6図(a),(b)はそれぞれ,活断層分布図(活断

層研究会,1991)の中に余震活動と,本震発生前ほ

ぼ1年間の周辺の地震活動をプロットしたもので

ある.余震の線状配列の走向,および本震のメカニ

ズム解のうち1つの節面の走向は六甲断層系のそ

れと一致し(第7図),この断層系に属する淡路島

の野島断層では地表で明瞭な右横ずれの変位が観察

されたことから(地質調査所,1995;ほか),兵庫県

南部地震が六甲断層系の活動によって発生したこと

は確実である.�
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第4図

余震の震源の断面図(気象庁地震予

知情報課,1995).大きな○印は本

震.
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余震の線状配列の方向に投影した余震発生の時空間分布(気象庁地震予知情報課,1995).

3図に対応.

242526日

①～⑧は第

第6図(b)で地震が密集している紀伊半島西部と

琵琶湖南西方の領域は,美濃とともに近畿三角帯

(Huzita,1962)の外縁を構成する,和歌山市付近と

丹波の地震活動域を表している.丹波活動域の南縁

は有馬一高槻構造線で区切られるが,今回の地震の

余震域はほぼそこまで達していることが第6図か

らわかる.

なお,兵庫県南都地震の震源とほとんど同じとこ
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(a)活断層と1994.1.1-1995.1.16の期間の地震分布.

(気象庁地震予知情報課,1995).
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(b)活断層と1月17日一25日の期間の余震分布.
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第7図初動の押し引き分布から求めた兵庫県南部地震

のメカニズム解､下半球投影(気象庁地震予知情

報課,1995).

神戸

大阪

ろで1916年11月26目,M6.1の地震が発生してい

る.
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第8図兵庫県南部地震の前震(1995年1月16日).詳細

は本文参照.

3.前震と前駆的活動

第9図に示すように,本震発生の前日1月16日

に本震の震央付近で前震が3個観測されている(京

大防災研究所によれば4個).このうち16日18時28

分に起きたものが最大でM3.5,後はM2.6(18時49

分),M2.O(23時49分)のごく小さなものである.

1995年2月号�
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和歌山と丹波の地震活動の相関.左図はM≧4,深さ≦30kmの震央分布.右図の縦軸は(以後3年間

に発生した地震数一前3年間に発生した地震数)/3.吉田(1995)による.

従ってこれらの地震の発生を知った段階で兵庫県南

部地震の発生を予測することは,地震予知抜衛の現

状では不可能だったと考えられる.

1994年11月に大阪府との県境に近い兵庫県猪名

川町でM4.0を最大とする群発地震が発生し,丹波

の活動域の中ではこれまであまり地震活動の見られ

なかったところで起きたということで注目された.

今から見れぼそこは兵庫県南都地震の余震域のちょ

うど北東延長部にあたっている.ただしこの活動は

今回の地震の直前はまったく静かな状態に戻ってい

た.丹波では昨年6月28目にも京都府中都でM4.6

の地震が発生するたどやや活発化便向を示していた

が,それも1960年代半はや1980年代半ばの活動に

比べれば格別に活発だったとはいえたい,また,そ

の前1992-1993年は相対的に静かだったが,これに

ついても統計的に特に異常だったとはいえないよう

である(伊藤ほか,1995).しかし,和歌山の活動

との関連で見ると,1992-1994年の活動状況はそれ

までと違った変化のパタｰンを示していたように思

われる.これについては次に一略述する.

4.長期的な変化傾向

近畿三角帯周縁の丹波,和歌山市付近,美濃の活

動は互いに良い相関を示し,その相関は周期数年の

変化傾向についても認められることが知られている

(吉田･高山,1992).丹波と和歌山の活動の相関

は第9図から明らかと思われるが,同図からは

1980年代後半以降相関のパタｰンが変わっていた

様子が見える.先に,丹波では1992-1993年に活動

が静かになっていたこと,しかしそれは丹波の長期

的な活動変化の中で見れば特に異常とはいえないと

いうことを述べたカミ,同時期に,通常は丹波と連動

した変化を示す和歌山の活動がむしろ活発化してい

たことを合わせ考えると,上記の“静穏化''は確か

に異常であったということができるように思われ

る.このことは,ある地域の活動が異常であるかど

うかを判断するには,その地域の活動を過去に遡っ

て調べるだけでなく,周辺他地域との関連において

見ることの重要性を示している.

次に,西日本内陸の地震活動の更に長期的な変化

の特徴として,フィリピン海プレｰト洗み込みに伴

う巨大地震との関連について触れておく.1946年

南海道地震の前後,西日本の特に日本海側で被害地

震が続発した.中国･近畿地方における内陸地殻内

地震活動のそうした活発化は,1946年の昭和の南

海道地震だけでなく,過去のプレｰト問巨大地震に

ついても共通して見られることが多くの地震研究者

によって指摘されている(宇津,1974;Shimazaki,

1976;Seno,1979;Mogi,1981など).その活動期

は,第10図に見るように,巨大地震発生の約50年

前から始まるらしい.昭和の南海道地震は1854年

安政の南海道地震や1707年宝永の南海道地震に比

べて規模が小さく,次の南海道地震までの期間は相

対的に短いと考えられること(ShimazakiandNaka-

ta,1980)や,すでにその発生から50年近く経過し

ているということから,今回の兵庫県南都地震は次

の南海道地震の前の活発化の端緒を示すという考え

地質ニュｰス486号�
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南海トラフ沿いのプレｰト間巨大地震の前の西

日本の地震活動の時問的変化.(a)前回の大地震

が起きてからの期間が短い(100年前後)3回の

大地震について重ね合わせたもの.(b)前回の大

地震が起きてからの期間が長い4回の大地震に

ついて重ね合わせたもの.右の数字は大地震の

発生年を示す.茂木(1982)による.

方もたりたつ.1月18日に開かれた第111回地震予

知連絡会では実際にそうした見解がだされている.

一つの可能な見方として長期的な地震防災計画を立

てる上で考慮すべきであろう.

5.おわりに

中央気象台(気象庁の前身)の地震観測網が全国的

に整備された1926年以降,今回の地震を別にして

内陸でM≧7の地震は6個発生している(1927年北

丹後地震(M7.3),1930年北伊豆地震(M7.3),1943

年鳥取地震(M7.2),1948年福井地震(M7.1),1961

年北美濃地震(M7.0),1978年伊豆大島近海地震

(M7･0))･注目されるのは,北丹後地震を除くこれ

らすべての地震の後数年以内に,～数10km離れ

たところでM6.3-M6.7の被害地震が発生している

ことである(1931年山梨県東部地震(M6.3),1935年

静岡地震(M6,4),1949年兵庫県北部地震(M6.3),

1952年大聖寺沖地震(M6.5),1969年岐阜県中都地

震(M6.6),1980年伊豆半島東方沖地震(M6.7)).

1940年以降のM≧6.5の内陸地震についても13個中

10個の地震に対して,10年以内,震央距離100km

以内にM≧6の地震が発生している(吉田･高山,

1993).こうした統計的事実から見て,兵庫県南都

地震の周辺域は現在,地震発生ポテンシャルが高く

なっていると考えられる.問題はピンポイント的に

どこで地震が起きるかであるが,残念ながらわれわ

れはまだ具体的にその場所を推定できるだけの十分

なノウハウを持っていない.今後,テクトニクスや

周辺地域における近年の地震活動の特徴,過去の事

例,活断層分布など,様々な観点から総合的に検討

をすすめて,一つの天与のテストケｰスとして,続

いて起きる恐れのある直下型地震の短期的予知に向

けて努力を傾注すべきと考える.
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